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３学期がスタートしました。始まって早々、インフルエンザ等の感染拡大で学級閉鎖になる学年もありましたが、

子供たちは、寒くても校庭で元気に遊び、勉強や運動に励んでいます。 

２学期の終業式と３学期の始業式も、寒さ対策のため、暖かい教室にてオンラインで行いました。今年は午年

（うまどし）。「前進、発展、努力が実を結ぶ年」と言われているそうです。子供たちには、なりたい自分を目指して

努力し、大きく成長してほしいことを伝えました。また、代表者の作文発表を聞きながら、２学期を振り返り、反省

を生かして、３学期にがんばりたい自分の目標を考えたようです。３学期はたった５０日ですが、まとめの学期で

あり、進級や進学に向けて準備をする大切な学期です。あかまっ子が、健やかに成長し、楽しく生き生きと、赤麻

小で過ごせるようにしていきたいと思います。今年もよろしくお願いいたします。 

【２学期終業式と３学期始業式での代表児童による作文発表！ 自分の考えを堂々と発表できました！】 

 

 

 

 

 

 

 【６年生代表】         【２年生代表】         【３年生代表】        【５年生代表】                        

 

 

 

 

 

 

 【校歌のピアノ伴奏】  【よい姿勢で式に臨む１年生】  【黒板には担任のメッセージ、イラストや絵が!】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校庭に速やかに避難】 【５年生代表が水消火器体験】  【煙が充満したテントに入り煙の怖さを実感】 

←赤麻小ホーム

ページはここ

からどうぞ！ 

 

１月２２日、藤岡消防署の消防士の皆様にご協力いただき、地震と火災の防災訓練を

行いました。避難後は代表児童が水消火器体験を行いました。その後、体育館で煙が充

満したテントに入る煙体験を全員が行いました。火災の熱や有毒ガスは上の方にたまる

ので、できるだけ姿勢を低くして、はうように進むことが大切なことを学びました。いざ

というときに、気付き考え行動し、自分で命を守れるあかまっ子に育ってほしいです。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児 童 保 護 者 

成果があっ

た項目 

（「よくあて

はまる」と

「ややあて

はまる」を

合 わ せ て

90%以上） 

・「学校の生活は楽しい」９3％↓ 

・「学校や地域の人にあいさつしている」９2％↓ 

・「友達にやさしくしている」100％↑ 

・「勉強したことがよくわかる」９４％↑ 

・「体育では、めあてを立てて体力作り」９1％↓ 

・「友達から学ぶことができる」９7％↑ 

・「休み時間などに外で遊ぶ」９１％↑ 

・「あきらめないでがんばろうとする」９６％→ 

・「事故や病気に気を付けて生活」９６％↑ 

・「友達の頑張りを認め合っている」９６％↑ 

・「先生は話をよく聞いてくれる」９7％↓ 

・「学校が楽しい」９９％→ 

・「思いやりの心が育っている」９４％↓ 

・「事故や病気に気を付けて生活」９３％↓ 

・「HP等で学校の様子を伝えている」９３％↓ 

・「学校は相談体制が整っている」９２％↓ 

・「子供の安全を守る対策」９０％↓ 

 

 

課題があっ

た項目 

（上記の２つ

を合わせて

80%未満） 

・「必要に応じてタブレットを使って勉強」７９％↓ 

・「時間を決めてゲームやインターネット」７９％↑ 

・「平日のゲーム、テレビ、ネットの時間」５９％↑ 

・「必要に応じてタブレットを使って勉強」６２％↓ 

・「外で遊んだり運動したりしている」７４％↓ 

・「あきらめないでがんばろうとする」７６％↓ 

・「時間を決めてゲーム、テレビ、ネット」６２％→ 

・「平日のゲーム、テレビ、ネットの時間」５８％↑ 

保護者の皆様の「特に身に付けさせたい資質や能力」の上位３項目は、１位「自分で考え行動できる力」 ２位「思

いやりのある心」 ３位「粘り強く最後までやり抜く力」で、昨年度と同じでした。 

１２月に、全職員で、子供たちの現状を踏まえ、身に付けさせたい力（目指す子供像）を協議しました。次年度の

スクールプランに、意見を集約した「学びを生かし、自分で考え行動できる力」の育成を位置付ける予定です。 

少し改善されましたが、今年度もゲーム、ネット等との付き合い方が大きな課題となりました。１２月に行った

地域学校保健委員会および市P連藤岡ブロック研修会での講話では、依存症にならないためには、ゲームやネッ

ト以外の好きなことを複数もつとよいという話を伺いました。この課題には、次年度も継続して取り組みます。 

今回の結果や保護者や地域の皆様のご意見を、次年度に生かしてまいります。ご協力ありがとうございました。 

 

１月１４日(水)、委員の皆様にご出席

いただき、今年度最後の学校運営協議

会を行いました。全学級の授業参観と

学校評価などについての協議を行い、

貴重なご意見をたくさんいただきまし

た。１年間ありがとうございました。 

教育活動参観後の感想   ※ 一部抜粋 

・書写の授業は全体的に姿勢がよいと感じ

た。毎日の立腰の効果があったと思う。 

・１年生がタブレットを使っていた。個人差

はあるが使うことに慣れてきている。 

・学校評価で学び合いが高評価だったが、

算数の授業で分からない友達に教え、実際

に学び合いができており、実によい雰囲気

だと感じた。 

・体育の大繩では、BGM でリラックスでき

効果的。自分も跳んでみたいと思った。 

・図工でカッターの使い方を学んでいたが、

慣れるために家でも使うとよい。 

 

学校評価などについてのご意見    ※ 一部抜粋 

・授業はいつも落ち着いている。先生方の準備のおかげ。先生方に 

はますますチームワークを高めてほしい。 

・昨今問題になっている SNS等は非常に危ないので、児童に現在 

の状況を伝え、自分事になるように教えていく必要がある。 

・業間のマラソンタイムは体力づくりのためにも続けてほしい。 

・挨拶は以前も話題になったが、「校内外の両面で挨拶に焦点化し 

た指導」の視点は大切。校内の指導が校外でも生かせるとよい。 

・運動会等の行事については賛否両論あるが、少しずつ歩み寄る 

ために、練習時間が増えると、その分体育以外の教科の授業時数 

が減ることを、保護者に理解していただく説明の工夫が必要。 

・学校便り等で地域にも学校の様子を分かっていただけている。 

・働き方改革は、まだまだだが、よくなってきていると感じる。 

 

学校評価ｱﾝｹｰﾄへのご協力ありがとうございました。結果の概要をお知らせします。 

※ 数字の後の記号は昨年度との比較 

↑（アップ）↓（ダウン）→（同じ） 

※ 太字は児童・保護者共通して該当の項目 

 


